
 

          

ケータイは便利な道具であり、その機能やサービスが様々なシーンで使われています。  

しかし、便利な反面、ケータイを利用した犯罪はますます悪質になっています。  

お子さまがケータイを利用するにあたっては、家族内でルールを決める等、保護者の方の見守りが不可欠です。

保護者の方に是非知っておいていただきたい内容をまとめましたので、何卒お役立てください。  

        

サービス 

□安心・安全に関するサービスを確認の上、利用する 

○フィルタリングサービス（有害サイトアクセス制限サービス） 

○迷惑メール対策サービス  

○位置確認（GPS）サービス 

料金 
□月々の利用料金の確認方法  

□インターネット（パケット）の定額サービスの内容  

トラブル・緊急 
□トラブルが発生したときの相談窓口や対応方法 

□災害用伝言板の使用方法を理解してお子さまに教える 

管理徹底 
□子どもとよく話し合ってケータイを利用する際のルールを決め、決めたルールは守らせる 

□各学校でのケータイ利用に関するルールを理解する 

 

          

※青少年保護を目的とした条例が施行 などにより保護者への義務がある場合があります。 

※携帯電話会社により、ご利用いただける機能やサービスに違いがございます。詳しくは各携帯電話会社まで

お問い合わせください。       

  

       

    

***** 困ったときの相談窓口 *****   

【すぐに警察に相談したい！】         

警察相談ダイヤル  ＃９１１０（ダイヤル回線からは繋がらないことがあります） 

ヤングテレホンコーナー  03-3580-4970        

 

【迷惑メールで困ったら･･･】         

(財）日本データ通信協会 広告宣伝等迷惑メール相談センター http://www.dekyo.or.jp/soudan/  

(財)日本産業協会  http://www.nissankyo.or.jp/spam/display.html 

 

【トラブルにあった場合の相談は…】    

国民生活センター  http://www.kokusen.go.jp 

 

 

お子さまにケータイのご購入を検討されている保護者の方へ 



親子で話そう、ケータイルール

ケータイを正しく使うことが安心・安全につながります。
ケータイの使い方を家族で話し合い、我が家のルールをつくりましょう！

インターネット
を使う 料金 いつ・どこで

危険なサイトにアクセス
しないよう、フィルタリング
サービスを利用する。

決められた金額
以上は使わない。

ケータイを使ってよい時間と
場所を決める。

我が家の１ヶ月に
使ってよい金額

フィルタリング設定
済 ・ 未

我が家で使ってよい時間：

午後 時～午前 時

利用場所： ；円

＊不安なことや心配なことはすぐに大人に相談しましょう。
＊ルールはときどき見直しましょう。
＊ケータイを何に使うのか、目的をはっきりさせましょう。
＊ルールが守れなかった場合はどうするかも家族で相談しましょう。

まもろう！ケータイルール

人に迷惑を
かけない

□食事中や入浴中はケータイを使わない

□電車やバスの中など、多くの人が集まる場所ではマナーモードにするか、電源を切る

□写真をとる時は、相手に写真をとってもよいか聞いてからとる

□インターネット掲示板やメールで他人を傷つけるようなことをかきこまない

□他の人が作った絵や音楽をかってにインターネット上に公開しない

□違法なサイトから音楽や映像をダウンロードをしない

□お店で売っている本や雑誌を写真にとらない

安全に使う

□歩いているときや自転車に乗っているときはケータイを使わない

□インターネット上に、自分や友達の名前、住所、顔写真などを公開しない

□チェーンメールや知らない人からのメールは無視する

□不安なことや心配なことはすぐに保護者に相談する

親子で話し合い、ルールを確認したら、サインをしていつでも見られる場所に保管しておきましょう。

年 月 日 ルールを確認しました。

ケータイを気持ちよく使うためにマナーを守り、まわりの人に迷惑をかけないようにしましょう。
また、ケータイの使い方に注意して安全に使いましょう。

保護者の方のお名前（ ） お子様のお名前（ ）

おやこ はな

http://emobile.jp/
http://www.nttdocomo.co.jp/
http://www.au.kddi.com/
http://mb.softbank.jp/mb/
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